
1月・2月の催し物

◆草流舎2016素朴な干支展
　1月11日（月）まで開催中
いの町の草流舎（主宰：田村雅昭
氏）の展示会です。平成28年用年
賀82円郵便切手の題材に選ばれた
郷土玩具「土佐和紙漆喰張り子
“こだき申”」など、干支の張り子
を中心に、素朴で温かみのある作
品を展示販売します。

◆手づくり紙芝居コンクール
　本選及び表彰式
　1月17日（日）12：00～16：00
　優秀作品展
　1月20日（水）～1月31日（日）
自作自演の手づくり紙芝居コンクー
ルを開催し、その優秀作品を展示し
ます。本選では、本人による実演
を行います。見学も大歓迎です。

 開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、
紙に関する全5回の連続講座を開
催します。
第4回「工場見学」
日時　1月21日（木）13：00～
会場　金星製紙株式会社　日高工場
概要　各種不織布とその加工品を
生産・販売する日本の乾式不織布の
パイオニア的企業を見学します。な

みのお人形などのお細工物のほか、
巾着袋や香袋、ハギレなど約250
点を展示販売します。

◇新春　和布展
　1月27日（水）～1月31日（日）
土佐市、浪漫堂の展示会です。人
気の和布素材で、一点一点手作り
した着心地の良い生活着を中心に
帽子やバッグ、アクセサリーなど
約300点を展示販売します。

◇ほっこり冬～春服・布小物いろ・IRO展
　2月3日（水）～2月6日（土）
南の風グループの展示会です。
ちょっとお洒落な普段着をテーマ
に天然素材・着物素材を使った冬
から春の洋服、布小物類、和飾り、
アクセサリーなど約100点を展示
販売します。

楮の皮はぎ体験
日時　1月27日（水）12：30ごろ～
蒸しあがり予定　13：00
会場　土佐和紙工芸村　楮畑
※土佐和紙工芸村は定休日です。
駐車場にある看板を目印に、直接
「楮畑」までお越しください。（徒
歩約5分）
持ち物　軍手・防寒具・タオル・
飲物（汚れてもいい服装でお越しく
ださい。）
参加費　無料／申込不要
楮を蒸して皮をはぐ作業は、和紙
を作る最初の工程です。紙の博物
館職員と土佐和紙工芸村スタッフが
例年行っているこの作業を、見学・
体験してみませんか。ご来場をお待
ちしています。
問い合わせ　　　　　
土佐和紙工芸村実習室
　892－0127

お、同業者の参加はご遠慮いただい
ていますので、何卒ご了承ください。
定員　20名
申込締切日　1月14日（木）

紙の博物館特製カレンダー販売中
いの町産楮100
％の手漉き土佐
和紙カレンダー
ができあがりま
した。
紙の博物館で
は、お電話によ
るご予約も承っ
ております。
サイズ64㎝×47㎝
価格　600円（税込）

◇初春の市
　1月2日（土）～1月5日（火）
特選呉服いしはらの展示会です。
初春にふさわしく、伝統工芸のき
ものや帯、華やかな和装小物など
約300点を展示販売します。

◇土佐焼雷電窯　中島進　陶展
　1月12日（火）～1月17日（日）
高知市の作陶家　中島進さんの展示
会です。高知の土による陶芸作品、
壺、水指、花入れ、普段使いの食器
など約200点を展示販売します。

◇古布からの贈り物　ほのぼの春まち展
　1月19日（火）～1月25日（月）
佐川町、渡邉淳子さんの展示会で
す。手仕事のぬくもりを感じる古布
ちりめんで作った猫やうさぎ、ねず

紙の博物館
●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）
●年末年始の開館について
　12月27日（日）～1月1日（金） 休館
　1月2日（土）・3日（日） 開館
　1月4日（月） 休館
　1月5日（火）～ 通常どおり

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

大原治雄さんに関する調査協力のお願い　　　　
■高知県立美術館学芸課　　866－8000（〒781-8123　高知市高須353-2）

　大原治雄さんは、明治42年（1909年）に旧吾川郡三
瀬村に生まれ、昭和2年、17歳で家族と共にブラジル
へ移民として渡りました。ブラジルではコーヒーや果
樹栽培などの傍ら写真をたくさん撮っており、その作
品が近年ブラジルで高く評価されています。高知県立
美術館で、日本では初となる治雄さんの写真展が4月
に開催されます。現在、治雄さんの三瀬時代の足跡を
調べていますが柳瀬小学校の卒業生ということ以外ほ
とんど情報がありません。この写真は治雄さんが所有
していた一枚で、「大正十三年度卒業記念」と書かれて
います。治雄さんは明治42年生まれで、ご生存されて
いれば現在106歳です。県立美術館と紙の博物館では、
治雄さんの三瀬時代の情報を求めています。些細なこ
とでも結構ですのでお知らせいただければ幸いです。
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友
草
　
水
月 

選

「
程
野
紅
葉
吟
行
句
会
」

　
昨
日
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
雨
も
今
朝
は

晴
れ
あ
が
り
、
冬
晴
れ
の
青
い
空
。
暦
の
上

（
11
月
8
日
立
冬
）
で
は
冬
に
入
っ
た
。
予
定

の
時
間
に
工
芸
村
を
出
発
す
る
。
仁
淀
川
に

沿
っ
た
国
道
1
9
4
号
を
走
る
。
川
は
青
く
澄

み
切
っ
て
お
り
、
出
来
地
で
仁
淀
川
本
流
と
合

流
す
る
上
八
川
川
に
沿
っ
て
走
る
。

深
秋
や
仁
淀
ブ
ル
ー
の
な
お
深
し小

野
川
町
子

落
ち
合
う
て
川
の
名
か
わ
る
紅
葉
か
な

間
　
　
浩
太

　
吾
北
に
入
る
と
急
に
流
れ
も
小
さ
く
な
り

岩
の
川
原
と
な
る
。
昭
和
23
年
私
が
上
八
川

小
勤
務
の
頃
、
児
童
た
ち
と
魚
取
り
に
行
っ
た

も
の
だ
が
、
川
筋
の
四
箇
所
に
発
電
所
が
で

き
、ダ
ム
と
遂
道
で
水
を
取
水
す
る
の
で
谷
川

に
は
水
が
少
な
く
昔
の
面
影
は
な
い
。
思
地

バ
ス
停
で
参
加
者
が
一
人
乗
車
。
間
も
な
く

国
道
か
ら
離
れ
て
程
野
道
に
入
る
。
道
は
狭

く
対
向
車
と
の
す
れ
違
い
も
や
っ
と
で
あ
る
。

車
は
右
に
左
へ
と
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
山
腹

を
登
っ
て
行
く
谷
川
沿
い
の
紅
葉
が
美
し
い
。

や
が
て
空
が
開
け
程
野
に
着
く
。
程
野
の
滝

の
上
に
あ
る
展
望
台
に
行
き
見
下
ろ
す
山
々

の
紅
葉
と
緑
の
バ
ラ
ン
ス
が
映
え
て
美
し
い
。

空
の
青
渓
の
深
さ
に
あ
る
紅
葉

小
野
川
町
子

谷
川
の
淀
み
に
浮
か
ぶ
散
紅
葉

川
村
　
博
子

　
程
野
の
滝
も
樹
々
に
隠
れ
見
え
な
い
の
は
残

念
。
か
す
か
に
滝
の
音
が
聞
こ
え
る
ば
か
り
。

滝
音
の
樹
間
に
見
え
て
は
ぜ
紅
葉

陽
の
ま
ぶ
し
山
粧
い
て
見
え
ぬ
滝友

草
　
水
月

青
い
空
程
野
の
滝
の
冬
紅
葉

森
岡
　
照
月

　
展
望
台
か
ら
引
き
返
し
て
お
祭
り
広
場
に

向
か
う
。
平
成
4
年
11
月
1
日
、
皇
太
子
殿

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
各
地
か
ら
関
係
者
が
参

加
し
て
育
樹
祭
が
実
施
さ
れ
た
。
今
は
公
園

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
斜
面
に
は
色
と
り

ど
り
の
鶏
頭
や
ハ
ー
ブ
の
仲
間
が
満
開
で
、

そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
満
天
星
つ
つ
じ
の
紅
葉
が

見
事
で
あ
る
。
昨
年
の
11
月
8
日
に
は
「
ほ
の

ほ
の
王
国
も
み
じ
ま
つ
り
」
が
実
施
さ
れ
た
。

山
道
は
紅
葉
落
葉
の
あ
ふ
れ
け
り間

　
　
浩
太

冬
紅
葉
人
影
な
く
て
バ
ン
ガ
ロ
ー

名
も
知
ら
ぬ
花
の
千
草
や
大
花
野川

村
　
博
子

茶
屋
あ
れ
ば
寄
る
憩
い
の
草
紅
葉小

野
川
町
子

空
の
青
満
天
星
つ
つ
じ
野
を
染
め
て

友
草
　
水
月

　
花
や
紅
葉
の
大
花
野
。
ゆ
っ
く
り
車
か
ら

降
り
て
歩
き
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
る
が
、
私

と
も
う
一
人
の
方
は
車
の
窓
か
ら
の
鑑
賞
で

あ
る
。
大
花
野
の
公
園
に
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
引
き
返
す
。
程
野
に
は
大
小
四
つ
の
滝
が

あ
っ
た
と
思
う
が
ほ
と
ん
ど
樹
々
に
隠
れ
て

見
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

冬
紅
葉
帰
路
の
山
道
駆
け
ぬ
け
る森

岡
　
照
月

帰
路
も
ま
た
雑
木
紅
葉
の
高
き
山間

　
　
浩
太

　
予
定
の
11
時
30
分
工
芸
村
に
帰
着
す
る
。

句
会
の
み
参
加
の
方
も
揃
い
、
離
れ
の
日
本
間

で
昼
食
の
懇
親
会
を
兼
ね
て
の
宴
会
で
あ
る
。

　
工
芸
村
に
は
三
棟
の
蔵
が
あ
る
。
農
家
の

蔵
を
移
築
し
た
も
の
で
白
壁
が
冬
晴
れ
の
下

で
美
し
い
。

白
壁
の
蔵
の
日
差
し
も
冬
の
色竹

崎
た
か
ひ
ろ

紅
葉
狩
り
の
思
い
出

今
は
夢
む
か
し
遊
び
し
紅
葉
谷

紅
葉
谷
赤
い
ド
レ
ス
で
赤
い
橋

岡
村
　
嘉
夫

吟
行
の
思
い
出
栞
る
渓
紅
葉

か
ら
か
ら
と
風
の
吹
き
寄
す
里
紅
葉

刈
谷
　
志
津

　
　
当
　
季
　
雑
　
詠

守
護
神
の
祀
ら
れ
て
い
る
冬
の
滝 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

晩
秋
の
敵
も
味
方
も
な
い
宿

秋
遍
路
二
回
目
を
行
く
便
り
か
な 

丈
川
　
節
弥

母
の
手
に
温
み
握
る
や
七
五
三

捨
て
植
え
の
菊
の
盛
り
や
老
の
庭

薪
割
り
の
こ
だ
ま
聞
こ
ゆ
る
冬
仕
度 

國
田
　
貞
子

伸
ば
す
手
を
す
る
り
す
る
り
と
零
子
落
つ

今
日
生
き
て
さ
ら
に
明
日
へ
と
葱
刻
む 

刈
谷
　
志
津

偲
ば
る
る
明
治
の
佳
人
十
三
夜 

津
田
　
久
美

息
を
呑
む
一
瞬
の
こ
と
流
れ
星

ピ
ラ
カ
ン
サ
真
赤
水
面
未
を
映
す

吊
し
柿
甘
き
は
ま
だ
ぞ
白
鼻
心 

岡
村
　
嘉
夫

狭
き
庭
妙
艶
競
う
石
蕗
の
花 

森
岡
　
照
月

　
昼
食
後
句
会
と
な
る
。
各
人
三
句
投
句
し

六
句
の
選
句
で
あ
る
。
11
名
33
句
の
中
か
ら

自
分
の
好
み
で
六
句
を
選
ぶ
。
名
句
あ
り
秀

句
あ
り
、
迷
句
あ
り
。
吟
行
の
場
合
は
同
じ

場
所
、
同
じ
物
を
見
て
各
人
が
自
由
に
詠
む

の
で
共
通
も
あ
る
が
各
自
の
見
方
も
違
い
、

こ
ん
な
見
方
も
あ
る
の
だ
な
と
勉
強
に
な
る
。

ま
た
吟
行
句
は
そ
の
場
所
で
短
時
間
に
詠
む

た
め
、
集
中
力
が
要
求
さ
れ
る
。
ひ
ら
め
い

た
心
眼
で
詠
む
の
で
あ
る
。

　
鍛
錬
句
会
と
言
っ
て
泊
ま
り
込
み
で
晩
、

昼
、
朝
と
三
回
句
会
を
す
る
の
で
あ
る
。
集

中
力
の
鍛
錬
で
あ
る
。

　
苦
し
み
な
が
ら
詠
む
の
も
脳
の
活
性
化
と

な
り
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
体
調
や

行
事
と
重
な
っ
た
り
で
参
加
が
少
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
皆
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
い
俳
句
を
詠
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
の
町
1
7
0
0
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8
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2
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収
穫
祭

　地
域
の
人
と

　ふ
れ
合
え
た

　
　
　
川
内
小
　
5
年
　
千
田
　
美
空

【
評
】
収
穫
祭
に
参
加
し
た
小
学
5
年
生
で
あ
る
。
日

ご
ろ
は
お
話
を
す
る
こ
と
も
少
な
い
大
人
た
ち
と
ふ
れ

合
う
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
の
大
人
た
ち
の
優
し
さ
や

豊
か
な
人
間
性
の
中
で
育
て
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
子

ど
も
た
ち
を
素
直
に
す
く
す
く
育
て
ら
れ
る
地
域
を
大

切
に
思
い
ま
す
。

運
動
会

　心
合
わ
せ
て

　が
ん
ば
っ
た

枝
川
小
　
6
年
　
池
澤
　
弓
夏

【
評
】
運
動
会
の
季
節
で
あ
る
。
み
ん
な
一
生
懸
命
頑

張
っ
た
が
、
作
者
は
心
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
た
と
こ
ろ

が
す
て
き
で
あ
る
。
何
事
も
ま
ず
気
持
ち
、
心
で
あ
る
。

今
の
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
大
人
へ
と
成
長

し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

運
動
会

　空
ま
で
ひ
び
く

　声
援
が

枝
川
小
　
6
年
　
佐
野
　
理
咲

運
動
会

　つ
か
れ
た
足
に

　あ
り
が
と
う

枝
川
小
　
6
年
　
林
　
　
泰
匠

収
か
く
さ
い

　く
い
の
な
い
よ
う

　が
ん
ば
れ
た

川
内
小
　
5
年
　
西
森
　
光
太

運
動
会

　勝
っ
て
も
負
け
て
も

　た
の
し
い
な

枝
川
小
　
6
年
　
森
本
　
響
生

家
族
は
ね

　わ
た
し
の
た
か
ら

　い
つ
ま
で
も

伊
野
小
　
2
年
　
岡
田
　
　
彩

人
生
で

　大
切
な
の
は

　友
だ
ち
だ

川
内
小
　
3
年
　
市
川
　
あ
い

絵
や
字
で
も

　人
の
心
が

　見
え
る
ん
だ

枝
川
小
　
4
年
　
福
原
　
　
咲

あ
き
か
ぜ
が

　い
つ
も
ぼ
く
ら
を

　は
げ
ま
す
よ

川
内
小
　
3
年
　
市
川
　
あ
い

  「
こ
ど
も
川
柳
」
は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
回
提
出
締
め
切

り
は
1
月
12
日
（
火
）
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各

小
学
校
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。）

※
選
評
は
、
川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
こ
ど
も
川
柳

い
の
流
水
俳
壇お

も
い
じ

ど
う
だ
ん

「折紙面」長田謙藏（高知版画協会）

特別休館のお知らせ 2月8日（月）～29日（月）まで、改修工事のため特別休館します。
ご不便をおかけしますが、ご了承くださいますようお願いします。


